
明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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住
吉
の
高
燈
籠

　
住
吉
の
高
燈
籠
は
住
吉
公
園
内
の
西
側
部

分
に
あ
り
ま
す
。江
戸
後
期
に
は「
反
橋
・
高

燈
籠
を
以
て
世
俗
当
社
の
景
物
と
す
」（
摂
津

名
所
図
会
大
成
）と
い
わ
れ
、反
橋
と
双
璧
を

な
す
名
所
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
も
の
は
高
さ
約
二
十
一
メ
ー
ト
ル
あ

り
、昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）十
二
月
九
日

に
再
建
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
も

の
で
す
。元
は
木
造
の
高
楼
で
、現
在
地
か
ら

西
へ
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
場
所（
住
之
江
区

浜
口
西
一
丁
目
六
番
付
近
）に
建
っ
て
い
ま
し

た
。

　

古
く
は
灯
明
台
と
も
呼
ば
れ
、住
吉
か
ら

大
阪
湾
の
海
上
を
照
ら
す
灯
台
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。江
戸
後
期
の『
摂

津
名
所
図
会
大
成
』に
は
、次
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
燈
籠
　
出
見
の
浜
に
あ
り
。夜
ば
し
り
の
船
の

極
と
す
。闇
夜
に
方
角
失
ふ
と
き
、住
吉
大
神
を

祈
れ
ば
、此
燈
籠
の
灯
こ
と
に
煌
々
と
光
鮮
な
り

と
ぞ

（
高
燈
籠
は
出
見
浜〔
住
吉
浜
の
別
称
〕に
あ
る
。

夜
間
に
航
行
す
る
船
の
目
印
と
し
た
。月
明
か
り

の
無
い
暗
夜
で
、進
路
の
方
角
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
時
、船
人
が
住
吉
大
神
を
祈
れ
ば
、こ
の

高
燈
籠
の
灯
り
が
よ
り
一
層
き
ら
き
ら
と
光
り

輝
い
て
導
く
と
い
う
）

　

伝
承
で
は
、鎌
倉
後
期
に
漁
民
が
神
前
に

さ
さ
げ
た

と
う
み
ょ
う

灯
明
に
始
ま
っ
た
と
い
い
、巷
間
で

は〝
我
が
国
最
初
の
灯
台
〞と
評
さ
れ
て
き
ま

し
た
。歴
史
的
な
変
遷
は
不
詳
で
す
が
、絵
図

と
し
て
は
明
和
八
年（
一
七
七
一
）『
住
吉
社
細

見
絵
図
』が
初
見
で
す
。文
政
五
年（
一
八
二

二
）『
住
吉
往
来
』に
は
図
と
と
も
に「
す
み
よ

し
の
浜
、常
夜
灯
の
高
楼
」と
あ
る
の
で
、現
存

す
る
石
燈
籠
群
と
同
じ
く
元
は
常
夜
灯
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

実
際
に
、明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）五
月
、

当
時
の
工
部
省
灯
台
局
か
ら
神
社
に
対
し
て
、

高
燈
籠
を
航
路
標
識
と
し
て
の
灯
台
と
見
な

す
か
否
か
の
照
会
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

高
燈
籠
は
西
洋
式
の
灯
台
で
は
な
く
、神
灯
、

常
夜
灯
と
し
て
の
灯
明
台
で
あ
る
と
回
答
し

た
た
め
、結
果
と
し
て
国
家
管
理
の
航
路
標
識

灯
台
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
梅
原
忠
治
郎
著『
住
吉
高
燈
籠
考
』（
昭
和

八
年
）に
よ
れ
ば
、往
時
の
灯
明
は
径
一
尺
二

寸（
約
三
六
セ
ン
チ
）の
土
器
に
大
き
な
灯
心

を
入
れ
、遠
里
小
野
産
の
菜
種
油
を
注
い
で
点

火
し
、一
晩
で一
升（
約
一・八
リ
ッ
ト
ル
）ほ
ど

油
を
費
や
し
た
と
の
こ
と
で
す
。明
治
八
年（
一

八
七
五
）の
修
復
時
に
灯
明
皿
は
、天
井
に
吊

る
す
銅
製
の
秉
燭（
ひ
ょ
う
そ
く
、灯
火
器
）に

住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

「
御
田
」の
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ
ロ―

　

春
の
七
草
の
歌
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
の

が
、ス
ズ
ナ（
カ
ブ・カ
ブ
ラ
）と
ス
ズ
シ
ロ（
ダ

イ
コ
ン・オ
オ
ネ
）で
す
。

　
こ
の
両
者
は
、こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
５
種

類
の
植
物
と
は
違
い
、現
在
で
は
栽
培
野
菜

の
主
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、十
字
花
と
呼
ば
れ
て
い
た
４
枚
の

花
弁
を
十
文
字
型
に
つ
け
る
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、黄
色
の
花
が
ス
ズ
ナ
グ
ル
ー
プ
、白
〜
紫

の
花
が
ス
ズ
シ
ロ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
す
。

（
写
真
①・②
）

　
こ
の
両
者
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
、種
と
し
て
は
や
や
遠
く
、根
菜
類
の

代
表
的
存
在
で
す
が
性
格
は
異
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
、ス
ズ
ナ
グ
ル
ー
プ
に
は
、同
じ
種
の

中
に
カ
ブ
、ハ
ク
サ
イ
、シ
ロ
ナ
、タ
ー
サ
イ
、ミ

ズ
ナ
、ミ
ブ
ナ
、ノ
ザ
ワ
ナ
等
々
が
あ
り
、同
じ

ア
ブ
ラ
ナ
属
の
近
緑
種
に
キ
ャ
ベ
ツ
類
や
カ

ラ
シ
ナ
類
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
同
じ
属

の
種
と
し
て
分
立
し
、そ
れ
ぞ
れ
か
ら
ま
た
多

く
の
品
種
が
何
百
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、ス
ズ
シ
ロ
グ
ル
ー
プ
は
、孤
独
な
種

で
、『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』を
見
て
も
、ダ

イ
コ
ン
属
に
入
る
の
は
亜
種
の
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、品
種
と
し
て
は

巨
大
な
桜
島
大
根
か
ら
小
さ
な
廿
日
大
根
、

丸
い
聖
護
院
大
根
か
ら
細
長
い
守
口
大
根
、

普
通
に
見
ら
れ
る
宮
重
や
練
馬
等
々
、日
本

だ
け
で
も
多
く
の
品
種
が
各
地
に
で
き
て
い

る
の
で
す
。

　
両
者
と
も
中
々
シ
ブ
ト
イ
性
格
の
植
物
で
、

現
在
の
都
市
の
荒
地
で
も
野
生
化
し
て
生
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に
都
市
部
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
根
を
下
し
た
も
の
は
ド
根
性

大
根
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。（
写

真
③
）

　
こ
の
よ
う
な
ス
ズ
ナ・ス
ズ
シ
ロ
で
す
が
、と

も
に
野
草
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
七
草
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。現
在
の
カ
ブ・ダ
イ
コ

ン
の
姿
か
ら
は
想
像
し
に
く
い
で
す
が
、万
葉

の
時
代
の
野
辺
で
は
、他
の
雑
草
と
区
別
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
三
月
に「
御
田
」の
横
を
通
り
ま
し

た
ら
、遠
目
で
種
類
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、黄
色
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
が
咲
い
て

い
ま
し
た
。少
な
く
と
も
大
和
川
の
堤
防
を

覆
っ
て
い
る
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
の
類
で
は
な

く
、ナ
タ
ネ
に
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。（
写
真

④
）

　
さ
て
、平
成
二
十
四
年
の
調
査
で
は
、カ
ブ

の
仲
間
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ダ
イ
コ
ン

属
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。水
田
と
し
て
耕
作

が
続
け
ら
れ
て
い
る「
御
田
」で
す
の
で
、畦
畔

雑
草
で
あ
る
カ
ブ
が
残
り
、ダ
イ
コ
ン
が
脱
落

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
他
、水
田
に
は
ツ
キ
モ
ノ
と
い
っ
て
よ

い
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
欠
落
し
て
い
ま
す
。ダ
イ
コ
ン

の
欠
落
と
同
様
に「
御
田
」の
不
思
議
と
い
え

ま
す
。（
寺
田
孝
重
）

「有宝地眺望閣之図」明治21年（1888） 江戸東京博物館蔵
大阪湾から遠くに淡路島、四国、右側に神戸から六甲山系が描かれ、海の見える眺望が実際この高塔から楽しめたと思われます。上側の宣伝文でもその眺望を楽しんでください。 本題に関連して、海岸線に燈台が
5基も描かれていることで、この鳥瞰図に注目しました。 安治川河口の天保山燈台、尻無川燈台、縞模様の木津川燈台、住吉の高燈籠、場所的には少々誇張されていますが、堺燈台も突き出しており、大阪湾岸に
一望することができます。 尻無川の燈台は眺望閣の塔屋の左側に描かれています。堺燈台を加えて、天保山、木津川は西洋式燈台として運用されました。 なお、大阪市港湾局『大阪港史』1961第2巻「港湾行政」
によれば、天保山燈台は1910年、尻無川燈台は大正初期に廃止され、木津川燈台は1919年まであったとのことです。 また、1905年には築港関門と築港大桟橋に近代的構造を持つ新燈台が設置されています。

写真③ 野生化したカブ 写真④ 「御田」で見かけた黄色いアブラナ科の花

昭和3年（1928）撮影の「人家櫛比の中の高燈籠」の写真です。上の左は1929年の1万分の1の地形図、右は1928
年撮影の空中写真で、印が高燈籠です。明治末期からわずか20年ほどで、急速に市街地化した状況が見て取れます。

写真❻
北東から南西方向に撮影されています。土台
石垣の壁面には「常夜燈」、そして手前の小
さい石柱には「住吉神社」と書かれています。

写真② 白色の十字花（ダイコン）

写真① 黄色の十字花（アブラナ）

昭
和
初
期
の
住
吉
高
燈
籠

め
あ
て

あ
ざ
や
か

平
成

昭
和

大
正

明
治

近
世

近
古

中
古

上
古

1873

令
和
2023

4 面

1,2 面

1,2 面

1,2 面

1,2 面

2,3 面

1,2 面

1,2 面

2,3 面

4 面



3面 2面

第11号　2021年（令和3年）6月1日発行第11号　2021年（令和3年）6月1日発行

代
え
ら
れ
、そ
の
灯
光
は
凡
二
里
半（
約
九
・八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）先
の
海
上
ま
で
照
ら
し
た
と
い
い
ま

す
。そ
の
後
、明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）の
再
建
時

に
は
、初
め
て
電
灯
に
代
え
ら
れ
、光
度
は
八
〇
燭

光（
現
在
の
約
八
〇
カ
ン
デ
ラ
）で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、今
日
で
は
高
い
建
物
が
町
中
に
立
ち

並
ん
で
い
ま
す
が
、か
つ
て
の
住
吉
で
は
唯
一
の
高

層
建
築
物
が
高
燈
籠
で
し
た
。そ
の
脇
に
は
看
守

が
控
え
る
番
所
が
あ
り
、来
訪
者
は
灯
明
料（
観
覧

料
）を
払
え
ば
登
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。大
正
元

年（
一
九
一
二
）村
上
義
久
編『
南
海
の
栞
』に
は
次

の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

住
吉
社
頭
反
り
橋
よ
り
西
の
方
公
園
を
過
ぎ
り
松
原

の
極
端
に
名
高
き
高
燈
籠
あ
り
、登
り
て
眺
望
す
れ
ば

摂
河
播
阿
淡
泉
紀
の
海
洋
山
峰
一
眸
の
内
に
入
り
、殊

に
淡
路
島
は
手
に
取
る
如
く（
後
略
）

　

当
時
の
高
燈
籠
に
登
れ
ば
、今
の
展
望
台
の
よ

う
に
眺
望
が
楽
し
め
、西
は
大
阪
湾
か
ら
淡
路
島

や
四
国
徳
島
ま
で
、北
は
六
甲
山
地
と
北
摂
山
地
、

東
は
生
駒
山
地
と
金
剛
山
地
、南
は
和
泉
山
地
ま

で
の
広
範
囲
を
視
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で

す
。

　
江
戸
中
期
の
文
化
人
で
あ
る
大
田
南
畝（
蜀
山

人
）も
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）に
高
燈
籠
に
登
っ
て

お
り
、文
人
墨
客
が
こ
の
眺
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

つ
い
に
は
、大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）三
月
二
十
八

日
、貞
明
皇
后（
大
正
天
皇
の
皇
后
）が
高
燈
籠
に

ご
登
臨
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
翌
年
の
五
月
に
も
秩
父

宮
雍
仁
親
王（
昭
和
天
皇
の
弟
宮
）が
登
ら
れ
て
お

り
、皇
族
方
の
住
吉
参
詣
の
定
番
コ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
。

　
戦
後
は
、昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）の
ジ
ェ
ー

ン
台
風
で
高
燈
籠
が
大
破
し
、本
体
が
傾
斜
す
る

ほ
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。当
時
は
経
済
的
に

十
分
な
修
復
が
叶
わ
ず
、倒
壊
の
危
険
性
が
あ
っ

た
た
め
、四
年
後
の
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）九

月
十
一
日
に
、基
礎
を
残
し
て
や
む
な
く
解
体
し
ま

し
た
。結
局
、再
建
の
目
途
は
立
た
ず
、後
の
高
速

道
路（
阪
神
高
速
十
五
号
堺
線
）建
設
工
事
に
と
も

な
い
、昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）基
礎
の
石
積
も

解
体
撤
去
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、住
吉
の
象
徴
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て

き
た
高
燈
籠
を
惜
し
む
声
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。つ
い
に
は
、地
元
か
ら
再
建
の
要
望
を
受

け
た
当
時
の
㈶
住
吉
名
勝
保
存
会（
現
在
は
公
益

財
団
法
人
）に
よ
っ
て
、昭
和
四
十
九
年（
一
九
七

四
）十
二
月
九
日
、住
吉
公
園
内
の
西
側
部
分
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
同
型
同
大
で
復
元
さ
れ

ま
し
た
。平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）七
月
十
五
日
、

地
域
住
民
に
よ
る
高
燈
籠
愛
護
会
が
発
足
し
、「
住

吉
高
燈
籠
史
料
館
」と
し
て
一
般
公
開
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。（
小
出
英
詞
）

下図は『大阪築港誌図譜』大阪市築港事務所、明治39年（1906）
発行の付録地図で、4枚の地図のうち、第4図「大阪築港計画図」
です。淀川改修や大阪築港に中心的に関わったオランダ人のデ・
レーケのチームが作成したもので、明治30年代のものと思われま
す。英語併記の極めて精密なものですが、図中に付した赤丸は燈
台を指しており、天保山燈台はお台場に、尻無川河口燈台は千歳
新田の堤に、木津川燈台は柴屋新田の先に描かれています。なお、
上図の『大阪湾築港計画実測図』では、燈台は確認できません。

写真❺ この写真は汐掛道から西方を臨んだものです。 いつの風水害による被
害かは不明ですが、高燈籠が破損している状況や、手前の番所小屋がはっきりと
見て取れます。十三間堀川にかかる長峡橋を赤矢印で示していますが、この橋が
太鼓橋のような形状を有していることがわかる貴重な写真です。

上図は、本誌8号掲載『住吉神社及公園之真景』の高燈籠付近の拡大図です。写真❶
の手前の池のように見える水面が、この上図の中央部分にあたります。手前の松の生
える盛り土部分が、料亭などが建ち並ぶ頃の住吉公園の一角となります。 写真❶には、上図『大阪湾築港計画実測図』明治27年（1894）部分拡大のように新田

があり、広い空間が見えます。上田は左写真の説明として、「住吉高燈籠」と題して「住吉
公園の西松林の畳々たる処出見の浜辺に聳えたり遠望極めて風趣ありしが現今茶亭
や別荘建連なり昔の勝景なし 写真は明治三十年頃のものである」と記しています。

上
田
貞
治
郎 

写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

所
収
の
住
吉
高
燈
籠
写
真
よ
り

　
本
誌
３
号
で
紹
介
し
た
上
田
貞
治
郎
の
写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン（
大
阪
市
大
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
管
理
）に
は
、

名
所
写
真
と
し
て
住
吉
高
燈
籠
が
何
度
も
登
場
し
ま

す
。そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、本
誌
４
号
に
ペ
ー
ジ

構
成
を
紹
介
し
た
ア
ル
バ
ム『
東
南
部
』か
ら
写
真
❶

❷
❻
、『
明
治
四
十
一
年
以
前
』か
ら
写
真
❸
❺
、そ
し

て
明
治
初
期
の
写
真
家
・
和
田
猶
松
の
湿
板
写
真
を

集
め
た
と
い
わ
れ
る『
旧
大
阪
及
紀
州
よ
り
関
西
諸

所
』か
ら
は
写
真
❹
を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、そ
れ
ぞ
れ

左の写真3点の高燈籠は、手前の十三
間堀川の対岸から撮られています。番
所小屋や公園の松林の姿がよく見て
とれます。樋門の位置が上の実測図に
はっきりと描かれており、撮影方向が
わかります。写真❷❸では、二筋の川
面がみられますが、堀川は手前で、向
こう側は堤を走る街路との間の河川敷
と思われます。写真❹は、樋門を海側
に越えて、いわゆる住吉浦の舟溜りの
光景です。十三間堀川は白く見える堤
の向こう側です。公園の松林や遠景の
粉浜方面の森のようなものが見えるの
も注目されます。公園に北接する後の
大日本紡績の住吉工場の建設前
（1892年）の撮影と思われます。

明治41年4月実査 大阪府住吉公園地図

高
燈
籠

十
三
間
堀
川

※

の
写
真
の
撮

影
地
点
を
お

お
よ
そ
比
定

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

の
で
、合
わ
せ

て
ご
説
明
し

ま
す
。

（
水
内
俊
雄

・櫻
田
和
也
）
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